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■ES/iPS細胞由来のシュワン細胞を高効率に製造し、損傷神経を再生する世界初の細胞治療の実用化を進めています。

シュワン細胞は神経を修復する機能が知られていますが、これまでは人体の一部を犠牲にして採取していたため、実用化されていませんでした。

当社が初めて大量製造技術を開発したことで、末梢神経損傷や脊髄損傷などに対する新たな再生医療の実現を目指しています。

製品・技術・サービスの概要

■臨床応用を見据えたシュワン細胞の製造技術と神経再生を支える
機能性を基盤に、神経再生医療の実用化を推進しています。医療
機関、製薬企業、細胞製造、培養、自動化、評価技術など幅広い
企業との連携を進めて参ります。

セールスポイント

■SCADのシュワン細胞技術は、末梢神経損傷、脊髄損傷、圧迫
性神経障害など、神経の修復・再生が求められる領域での応用が期
待されます。また、細胞治療に加え、創薬評価、培養・製造技術、品
質評価など、再生医療の周辺領域への展開可能性も有しています。

再生医療分野における用途

KRIC

■SCADは、神経再生を目指す細胞治療の実用化に向け、製造、
培養、評価、臨床開発、事業開発など幅広い分野での連携を期待
しています。再生医療の社会実装に向けて、技術連携、共同開発、
事業提携、資本提携をご検討いただける企業様を探しています。

メッセージ

（市場規模：1.8兆円）

脊髄損傷

神経細胞
軸索

髄鞘
シュワン細胞が軸索に
巻き付き「髄鞘」を形成

（市場規模：4,500億円）

靱帯による正中神経
への圧迫で神経障害

正中神経

手根管症候群

シュワン細胞を
局所注入
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